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社会福祉法人 東京援護協会 いずみの苑

いずみだより

明けましておめでとうございます。

本年の干支の「巳」は、知恵と再生の象徴といわれています。この一年が皆様に

とって学びを深め、新たな成長を遂げる年となることを願っています。

2025年は国民の約5人に1人が75歳以上の後期高齢者となり、さまざまな

課題が顕在化することが予測されています。いずみの苑では、そうした社会の

変化にあっても、これまで同様、利用者やご家族はもとより地域の皆様とのつ

ながりを大切にし、地域と共にある高齢者施設として、安心で頼りにされる施設

を目指して、職員一同、心を一つにして努めてまいります。

どうぞ本年もよろしくお願いいたします。

施設長 矢嶋吉雄

本年もよろしくお願いいたします

2025年

餅つきやボランティアの方々による獅子
舞を楽しみました～

新年会
今年も元気で
過ごせますよ
うに・・・



いずみの苑広報委員会

渡邉恵美 田中みどり
都筑まさみ 落合千佳
鈴木明美 仁平彩貴

いずみだよりをはじめ施設の様子が
ホームページでも見られるようになっ
ています。右のQRコードから是非アク
セスをお願いいたします！！

あけぼの教室日誌・ひかり教室日誌始めました！！

通所介護事業所

「今日の血圧はいくつだっけ？」
「お昼ご飯のメニューは？」

到着されてから、ご自身で記入をしていただいて
ます。
氏名や日にち、今日の思いなどもあわせて書いて
いただいてます。
文字を書くことは、認知機能へのアプローチや気
持ちの整理などの効果が期待できます。

居宅介護支援事業所

このたび前野高齢者在宅サービスセンターより異動してまいりました、

加藤博之と申します。前野では令和6年5月より着任し板橋区で8ヶ月の経験

を経ていずみの苑へ参りました。

私は平成24年7月に当法人へ入職し台東区のケアハウス松が谷にて介護支

援専門員として勤務をはじめました。台東区から板橋へ来て驚いたのは坂の

多さと道の複雑さです。この8ヶ月で鍛えられだいぶ体力がつきました。

いずみの苑居宅は相生町、坂下、蓮根周辺が主な担当エリアとのことで、また

一から覚えながらこの地域の貢献につながっていけばと考えています。

前野地域のお客様も引き続き担当させていただくなかで、移動距離は広範

囲となりますが頑張ります。やさしくしてください。

どうぞよろしくお願いいたします。

新しい仲間が増えました！
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